（参考）行動障害のスコア及びＩＡＤＬのスコアによる区分変更について
	○　障害程度区分判定等試行事業の結果に関し、調査項目（106項目）について、共通の傾向でチェックされる項目をグループ化する因子分析を行ったところ、大きく６つの群（ＡＤＬ（１群）、認知機能障害（２群）、行動障害（３群）、ＩＡＤＬ（４群）、生活項目（５群）、精神症状（６群））が発見されました。

○　これらの群について、最終判定との関係について回帰分析をしたところ、既に一次判定で評価されているＡＤＬ（１群）のほか、行動障害（３群）、ＩＡＤＬ（４群）が有意であり、併せてこれらの群と変更度（一次判定から最終判定への変更度）の関係について以下のことが認められました。 
　①　ＩＡＤＬのスコアと最終判定結果との間に高い相関関係が認められること。

　②　行動障害（３群）及びＩＡＤＬ（４群）のスコアが一定以上の場合、非該当から要支援への変更が認められること。

○　こうした結果を踏まえ、上の条件を満たす場合には、プロセスⅠで判定された区分を変更した形で一次判定結果が出されることとなっています。


 
（プロセスⅢ）
　プロセスⅢの判定（二次判定）は、障害程度区分基準時間、認定調査の結果、特記事項及び医師意見書を勘案して行われることとなりますが、詳しくは、Ⅴの「市町村審査会における検討の進め方」をご覧下さい。

（４）認定調査項目と項目群
障害程度区分の判定は、106項目の調査項目に関する結果を中心に行われますが、実際 の審査会の検討の段階では、大きく以下の３つの群に区分され、使用されることとなります。

Ａ項目群･･･障害程度区分基準時間の区分（プロセスⅠ）に関連する項目群

※介護保険の要介護認定調査項目と同じ　　　　　　　　　　　　　　　　79項目
Ｂ項目群･･･一次判定段階で、障害程度区分基準時間による区分について変更する場合（プロセスⅡ）に関連する項目群

Ｂ１：調理や買い物ができるかどうかなどの日常生活に関する項目　　　　　７項目
B２：多動やこだわりなど行動面に関する項目　　　　　　　　　　　　　　９項目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　合計16項目
Ｃ項目群･･･二次判定段階（プロセスⅢ）で検討対象となる項目群（Ａ・Ｂ項目群以外）

①話がまとまらない、働きかけに応じず動かないなど精神面に関する項目　　８項目

　　　　　      ②言語以外の手段を用いた説明理解など行動障害に関する項目　　　　　　　２項目

③文字の視覚的認識使用に関する項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　１項目

　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　合計11項目













































